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FAO／WHO 合同食品規格計画 

第 24 回加工果実・野菜部会 

 
日時 ： 2008 年 9 月 15 日（月）～9 月 20 日（土）  
場所 ： アーリントン. V.D（ワシントン.D.C metro area）（米国） 

 

議 題 

１． 議題の採択 

２． コーデックス総会及び/又はその他の部会からの付託事項 

３． 
ジャム、ジェリー、マーマレードのコーデックス規格案（ステップ

７） 

４a． 野菜缶詰のコーデックス規格案（ステップ７） 

４ｂ． 
野菜缶詰に特有の付属文書原案（野菜缶詰のコーデックス規格案）

（ステップ４） 

 １．アスパラガス 

 ２．ニンジン 

 ３．インゲンマメ 

  ４．グリーンピース 

   ５．パーム 

  ６．エンドウマメ 

  ７．スイートコーン 

   ８．ベビーコーン又はヤングコーン 

４ｃ． 野菜缶詰の充填剤に関するガイドライン原案(ステップ４) 

５． 
果実及び野菜缶詰の最小固形物重量を管理するための計測学上の

規程を含むサンプリングプラン(ステップ４) 

６． 
加工果実・野菜に関する分析及びサンプリング法－aqueous coconut 

products、coconut cream 及び coconut milk の分析法－ 



 

７． 加工果実・野菜規格の食品添加物リスト 

８． 加工果実・野菜のコーデックス規格の標準様式 

９． 加工果実・野菜の規格化の優先リスト 

10． その他の作業 

11. 次回会合の日程及び開催地 

12． 報告書の採択 

※標記会合に先立ち、2008年9月13日(土)に「野菜缶詰のコーデックス規格案」、

14 日（日）に「ジャム、ジェリー、マーマレードのコーデックス規格案」に関

する作業部会が開催された。 
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第 24 回加工果実・野菜部会(CCPFV)概要 

 
１．開催日及び開催場所 

日時 ： 2008 年 9 月 15 日（月）～9 月 20 日（土）  

場所 ： アーリントン. V.D（ワシントン.D.C metro area）（米国） 

 

２．参加国及び国際機関 

４３加盟国、１加盟機関（EC）、４国際機関 （参加者総数 １１１名） 

 
３．我が国からの出席者 
農林水産省生産局園芸課流通加工対策室 国際調整係長    佐野 文昭 
 

 今次会合では、野菜缶詰の規格及びジャム・ゼリー・マーマレードの規格がス

テップ8として総会に提出されることが合意されたほか、たけのこの缶詰、マッシ
ュルームの缶詰、テーブルオリーブ、乾燥ココナッツの規格改訂が新規作業とし

て総会に提出されることとなった。 
 特に、野菜の缶詰規格においては、缶詰の中身となる野菜のサイズについて、

ジャム・ゼリー・マーマレードの規格においては、定義や内容成分、表示が論点

となった。 
  
 
４．主要議題の概要 
 議題２ コーデックス委員会及びその他の部会からの報告及び付託事項 
 ・チリソースの規格について 
 アジア地域部会で新規に作業することとなった「チリソースの規格」について、

第30回総会より加工果実･野菜部会に対し、将来的に国際規格として検討すべきか
照会があったところ、ＥＣから国際規格として策定することには反対であり、チ

リソースの多様性に鑑み、各地域部会でそれぞれ規格を策定すべきとの意見がな

され、これに対する反対意見はなかった。 
 
議題３ ジャム・ゼリー・マーマレードの規格（ステップ７） 
原料となる熱帯果実の生産国である途上国から、それぞれの国の現状を規格に

反映するよう意見が出され、結果、果実ごとに最低含有量などを定めることとな

った。 
 
議題４ a. 野菜缶詰の規格（ステップ７） 
議題４ b.  野菜缶詰に特有の付属文書原案（野菜缶詰のコーデックス規格案）

(ステップ４) 

議題４ c.  野菜缶詰の充填剤に関するガイドライン原案 (ステップ４) 
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前回会合において、野菜缶詰の個別の品目数が多いことから、規格の簡素化及

び作業の効率化のため、野菜缶詰の規格のうち、添加物、食品衛生など共通化で

きるものは一般事項とし、品質要件や表示、充填材（パッキングメディア）など

共通化できないものはそれぞれ付属文書として検討することが合意された。 
今次会合では、規格本体の一般事項に充填材の規定を組み込むこととし、ステ

ップ8（充填材については5/8）とすることで合意された。また、個別の品目（ア
スパラガス、ニンジン、インゲンマメ、グリーンピース、パーム、エンドウマメ、

スイートコーン、ヤングコーンの8種類）の付属文書の規定のうち、特に、野菜の
サイズが議論となったが、各国の制度の違いを勘案し、販売が行われる国の制度

に従うこととし、ステップ5/8とすることで合意された 
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（参考） 

加工果実・野菜部会（CCPFV）の作業と今後のアクション 
 

事項 ステップ 今後のアクション 

ジャム・ゼリー・マーマ

レードの規格 

8 ・第 32 回総会 

野菜缶詰の規格 

・ 共通事項 

・ 充填材 

・ 個別の野菜 

 

8 

5/8 

5/8 

・第 32 回総会 

果実及び野菜缶詰の最小

固形物重量を管理するた

めの計測学上の規程を含

むサンプリングプラン 

2/3 ・ 第 25 回 CCPFV 

・ 電子作業部会[座長：フランス] 

たけのこ、マッシュルー

ムの缶詰の規格改訂原案 

1/2/3 ・ 第 32 回総会 

・ 電子作業部会[座長：フランス] 

テーブルオリーブの規格

改訂原案 

 

1/2/3 ・ 第 32 回総会 

・ 電子作業部会[座長：ＥＣ] 

乾燥ココナッツの規格改

訂原案 

1/2/3 ・ 第 32 回総会 

・ 電子作業部会[座長：ブラジル] 

加工果実・野菜に関する

分析及びサンプリング法

-水溶性ココナッツ製品

：ココナッツクリーム及

びココナッツミルク 

－ ・ 第 30 回 CCMAS 

・ 第 32 回総会 

野菜缶詰のための充填剤

に関するガイドライン 
作業中止 

 

加工果実・野菜のコーデ

ックス規格標準様式 
作業中止 

 

加工果実・野菜の優先リ

スト 
― 

・ 第 25 回 CCPFV 

加工果実・野菜の添加物

リスト 
― 

・第 25 回 CCPFV 

 


